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                   「夢いっぱい 花いっぱい 元気いっぱい」 

業務は「よりシンプルに、しかしよりよく」 

～理念を明確にした学校業務改善を目指して～ 

                   校長 塚田 ゆかり 

 

 「働き方改革」が政府の看板政策となり、ワークライフバランスの考え方と抱き合わせで、

生産性を向上させる取組が盛んに議論されています。教育界においても例外ではなく、健康の

保持とともに、業務改善の取組の工夫やそのための施策がうたわれているのは、皆さんも御承

知のことでしょう。働き方改革の本質は「労働時間の短縮」ではなく、「何のために働くか」と

いう理念が重要だと思います。理念が明確になれば、一人一人の行動が変わり、生産性もおの

ずと高まり、そのために、校長は、理念や取組の軸を示す必要があると考えています。 

本校は今年創立４１年目を迎えた、長い伝統と歴史を有する特別支援学校です。継承してい

きたい優れた取組もあれば、必要以上に膨らみすぎたところもあり、「何をやるか」以上に、「何

をやめるか」の考え方が必要かもしれません。では、どこに焦点を当てるのか、何を残し、何

を削るのか…、さらに時流に乗り遅れているところの有無は？等々を、大きな学校業務の見直

しの中で、学部を中心に学校全体で考えていきたいと思います。 

新学習指導要領で新たに示された言葉に、「カリキュラム・マネジメント」があります。簡単

に言えば、「校長の指導のもと、組織的かつ計画的に各学校の教育課程の改善を図り、教育活動

の質の向上を図っていくこと」です。 

「教育活動の質の向上は、今や活動の削減にある」という考え方があります。本校はこれまで

も教育課程のスリム化を目指して努力してきましたが、学習指導要領の改訂をよい機会と捉え、

更なる精選を進めてまいります。 

 何本もの木が乱立して、どれもが大事といっているよりも、思い切って木の本数を少なくし

て、しっかりと根を張り、幹を太らせ、日差しを受けて枝を広げ、実をたわわに実らせていく。

そのようにして、本校としての、あるいは学部としての特色を打ち出していく時期に来ている

のではないかと思います。 

 

今年度の特徴的な取組の紹介（その１） 

◎防災教育の充実、特別支援教育のセンター的役割を推進し、「地域と共に歩む学校づくり」

を進めます。  

   ・今年度、文部科学省の研究指定を受け、防災教育推進モデル地域としての研究に取り

組むことになりました。防災教育の充実を図る中で、授業公開やミニ集会等で地域・

関係機関と連携しながら、地域における防災教育の拠点校としての役割を果たしてま

いります。  



中学部 

高等部 

小学部 
＊＊＊＊＊≪各学部から≫＊＊＊  

校外学習に向けて  

運動会では、たくさんの応援をありがとうございました。本番当日に向けて積み重ねた練習

の成果を発揮し、笑顔、悔しがる顔、真剣勝負の気合いの入った顔…様々な表情があふれる一

日となりました。一つの大きな行事を終えて、子供たちの姿がたくましく見えます。  

今月から二学期にかけて、各学年で校外学習を予定しています。交通機関の利用、買い物や

ﾚｽﾄﾗﾝでの食事、公共施設の利用など、学校の中だけでは経験できないことを学びます。家族と

の｢お出かけ｣とは違って様々な約束事もあり、集団行動のルールを学ぶ機会にもなります。 

 事前学習では、駅まで歩いたり、模型の券売機で切符を購入する練習をしたり、お店屋さん

ごっこで買い物の仕方を学んだり、見学先のことについて調べ学習をしたりと、学年ごとに取

り組み方を工夫しています。初めて会う方への挨拶でも、日頃の学習が生かされます。 

 各学年で行う「あるこう」は、集団で歩く経験を積み重ね、行き先を変えるなどしながら徐々

に歩く距離を伸ばしていきます。校外学習で様々な経験を積み、「あるこう」でコツコツと力

をつけ、５年生の宿泊学習、６年生の修学旅行につなげていきます。ぜひ、御家庭でも、歩い

たり電車を利用して出かけたりする機会を積極的につくり、小さな経験を積み重ねてください。   

〔小学部主事〕渡邉 久美  

校外学習、校外宿泊が始まります！  

 先日、心地よい天気の下で行われた運動会では、練習で頑張った成果を見せようと、力いっ

ぱい競技や係活動に取り組む生徒たちの姿が随所で見られ、たくさんの成長を実感することが

できました。様々な面での御協力、ありがとうございました！  

 さて、６月の２年生を皮切りに、各学年で校外学習や宿泊学習に出かけます。今年度から、

校外学習では交通費をＩＣカードにチャージして、改札を自分で通ることに挑戦していきます。

集団での移動の仕方や大勢の人がいる場でのマナーなど、日頃の学校生活で学んでいることを

活用しながら、学校の中だけでは得られない本物の体験やキャリアアップにつながる経験、宿

泊を通しての仲間との関わりなど、たくさんのことを学んできたいと考えております。  

 校外での活動を一つ一つ積み重ねて、一人でできることや少しの支援があればできることを

増やし、集大成となる３年生の修学旅行での取組と活動につなげていきたいと考えています。

事前の準備や当日の送迎など、御家庭にも協力をお願いすることがありますが、どうぞよろし  

くお願いいたします。                   〔中学部主事〕上見 篤史 

高等部では、宿泊を伴う学校行事として 6 月に 3 年生の修学旅行、 

7 月に 2 年生の林間学校を計画しています。特に、修学旅行は高校生

活最後となる宿泊行事です。それぞれにかけがえのない思い出となるよう、しっかりと準備を

整えたいと思っています。高等部の修学旅行では、普段あまり訪れることのない北海道という

地域を訪問し、様々な見学・体験・人との触れ合いなどを通して、大自然や文化を直接的な体

感を通して実感することを大きな目標・目的と捉えています。そのための準備として、事前学

習で歴史や固有の文化、自然などについての予備知識をしっかりと得て、その上で実際に旅行

することで確かめ、北海道のすばらしさを学んでほしいと考えています。そしてまた、学年の

仲間と寝食を共にする三日間で、更にきずな、友情を深めてほしいと思っています。  

「よく食べ、よく寝て、よく学ぶ」、すばらしい修学旅行になるよう、御家庭の御協力をよろ

しくお願いいたします。                  〔高等部主事〕安蒜 文雄  



進路支援 
進路指導部 

清掃の勉強（基礎編その１） 

 就労支援コーディネーターとして、進路指導主事の平野教諭と様々な福祉事業所に御挨拶に

伺いました。今の事業所の様子や利用者の方の人数、本校の生徒が現場実習をさせていただけ

るか、今年度希望した場合に利用することができるかといったことをお聞きしてきました。  

 そうした中で、うれしいお話を幾つか聞くことができました。ある生活介護の支援施設にお

伺いしたところ、そちらの法人にいた本校卒業生を、清掃クルーの一員として障害者雇用した

ということでした。その卒業生は、十分に働く力が育ったら更に企業就労を目指すので、その

施設に空きがでたら、今いる本校の在校生が清掃クルーとして働くことも可能になりそうです。

また、別の生活介護事業所を訪問したところ、「清掃会社に入ってもらっているが、特別支援学

校の卒業生に清掃のお仕事をしてもらえたらと考えている。」とのことでした。今後、本校生徒

が現場実習をさせていただいたり、状況が整えば就労したりといった道が開けるよう、就労支

援コーディネーターとして頑張りたいと思いました。  

 このように、清掃は生徒の未来につながるスキルです。本校では、小学部から高等部まで清

掃指導を行っています。中学部では、学部全体で、清掃を学級活動の柱として取り組むことに

なったので、そこでの指導を中心にお伝えしていきたいと思います。  

＜バケツの水の分量と水滴の始末について＞ 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後も、学校だよりで、本校での指導や千葉県特別支援学校清掃検定の内容などについて、

御家庭でも取り組みやすい内容でお伝えしたいと思います。〔就労支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ〕淺利 邦子  

 

「セクハラ相談窓口」について 

最近、世間を騒がせているセクハラ問題。本校では、毎年１月に『セクハラアンケート』を

お願いするとき、セクハラ相談窓口についてもお知らせしています。相談は、その時期だけで

なく、年間を通じて受け付けています。 学校の中でセクハラを起こさないため、困ったこと

がありましたら、身近なセクハラ窓口の職員に御相談ください。秘密は厳守します。  

＜セクハラ相談窓口＞ 

校長  教頭  築井主幹  佐川教務  [小主事 ]渡邊  [中主事 ]上見  [高主事 ] 安蒜      

[養護教諭]中川･角田 [相談員]佐藤恵  [衛生管理者]谷口 [特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ]須鎌･伊藤文  

①  雑巾をすすぐ場合の水の分量はバケツ１／３程度です。実際に行っ

てみると、１／３程度の水で十分に雑巾をすすぐことができます。

水が床に飛び散ることが少なく、万が一バケツを倒したときの被害

も１／３で済みます。 

②雑巾をすすいで絞った後に、

絞った雑巾で軽く「ポンポン」と

叩く要領で水滴を押さえます。

こうすることで、床に水滴が落

ちるのを防ぐことができます。 
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６月　行事予定 ８月　行事予定
日 曜 日課 学校行事など 保健関係 日 曜 日課 学校行事など 保健関係 日 曜 日課 学校行事など

1 金 高：歯科検診 1 日
金ケ作まつり
（高　作業班参加）

1 水

2 土
走々クラブ/
和太鼓クラブ活動日

2 月 2 木

3 日 3 火
開かれた学校づくり
　　　　　委員会①

3 金

4 月 4 水 Ⓐ 4 土

5 火
自由授業参観日
中2/高2宿泊学習説明会

5 木 5 日

6 水 Ⓐ 尿検二次最終 6 金 6 月

7 木 Ｂ 学校見学会① 7 土
授業参観
保護者会(学年/学級)

7 火

8 金 学校見学会② 8 日 8 水

9 土 9 月 振替休業 9 木

10 日 10 火 10 金

11 月 小；土南部小交流 11 水 Ⓐ
中；校内販売会（昇降口）
中；進路勉強会
高２；林間学校➀

11 土 山の日

12 火 高３；修学旅行➀ 12 木
高２；林間学校②
ＰＴＡ給食試食会

12 日

13 水 Ⓐ 高３；修学旅行② 13 金 高２；林間学校③ 13 月

14 木
高３；修学旅行③
成長の記録回収最終日

14 土 14 火

15 金 千葉県民の日 15 日 15 水

16 土 走々クラブ活動日 16 月 海の日 16 木

17 日 17 火 17 金

18 月 18 水 Ⓐ 18 土

19 火

中2/高1/2
　内科検診
(整形外科検診)

尿検三次

19 木 一学期給食最終日 19 日

20 水 Ⓐ 小６；校外学習 20 金 Ｃ 一学期終業式 20 月

21 木 小５；校外学習 21 土 夏季休業(～8/31) 21 火

22 金 中３；校外学習 22 日 同窓会 22 水

23 土 23 月 高2；進路面談(～27) 23 木

24 日 24 火 24 金

25 月 25 水 25 土

26 火 中２；宿泊学習➀ 26 木 26 日

27 水 Ⓐ 中２；宿泊学習② 27 金 27 月

28 木 28 土 28 火

29 金 29 日 29 水

30 土 30 月 30 木

31 火 31 金

７月　行事予定


